
は
海
岸
南
中
線
の
十
九
某
一
が
開
設

し
ま
す
。

た
だ
し
、
東
海
返
本
通
り
と
湖

南
ス
タ
ー
モ
!
ル
は
、
七
夕
ま
つ

り
の
関
係
で
工
事
が
護
れ
た
た

め
、
八
月
下
旬
か
ら
の
業
務
開
始

。
青
空
駐
車
。
な
ど
の
漆
法
駐
車
は
、
交
通
事
故
や
交
通
渋
滞
の
源
問
山
と
な
り
、
深
刻
な
社
会
開
と
な
り
ま
す
。

時
胞
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
違
法
駐
車
を
な
く
す
た
め
、
道
路
交
通
法
と
保
管
場
所
法
が
改
パ
ー
キ
ン
グ
@
メ
タ
ー
皇
J

正
さ
れ
ま
し
た
o

そ
こ
で
、
改
正
さ
れ
た
保
管
場
所
法
に
ふ
れ
な
が
ら
、
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
パ
数
料
は
、
一
時
間
三
百
円
で
、
一

時
雨
以
上
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

1
キ
ン
グ
白
メ
ー
タ
ー
の
設
麓
や
、
臨
時
物
行
動
車
の
放
議
問
題
に
つ
い
て
抑
制
介
し
ま
し
ょ
う
。

出
戸
』
出
す
る
場
合
は
、
必
ず
否
問

ヨ
之
喜
一

3
週
間
再
認
す
ご
砲
、
意
気

E
F
F
E
四
聞
東
庫
の
な
い
車
は
、
書
が
確
保
硬
貨
を
三
議
意
し
、
駐
車
位
霞

装

警

整

理

運

支

謹

話

さ

れ

る

を

公

安

委

員

会

宣

言

留

め

て

か

ら

京

事

メ

1

4

i

l

i

t

d

a

運
転
が
で
き
な
い
遂
転
制
限
ム
町
令
タ
ー
に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

車
庫
を
持
た
ず
、
道
路
な
ど
を
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
が
出
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
一
一
時
間
以
上
駐
車
す

車
庫
代
わ
り
に
す
る
か
青
空
駐
車
。
改
正
で
は
、
普
翁
自
動
車
や
ト
こ
う
し
た
規
定
に
違
反
す
る
と
る
と
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
、
駐
車
禁

を
一
掃
す
る
た
め
、
「
自
動
車
の
ラ
ッ
ク
な
ど
の
登
録
自
動
車
を
寅
厳
U
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
止
と
な
れ
孟
示
す
の
で
ご
注
意
く
だ

保
管
場
所
一
の
確
保
に
開
閉
す
る
法
」
っ
た
り
、
転
向
眉
な
ど
で
ナ
ン
バ
ー
運
行
ム
叩
令
に
違
反
し
た
り
、
道
路
さ
い
。
長
く
放
援
す
る
と
ι

監
視
員

が
一
部
改
正
さ
れ
、
七
月
一
[
口
か
や
車
庫
を
奪
え
た
と
き
は
、
車
庫
を
車
庫
代
わ
り
に
使
用
す
る
と
、
が
巡
問
問
し
、
駐
車
産
反
と
し
て
レ

を
管
同
車
す
る
警
察
署
に
届
け
出
な
三
月
以
下
の
懲
役
か
二
十
万
円
以
ッ
カ
1
車
で
有
料
駐
車
場
へ
運
び

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
下
の
罰
金
で
す
。
ま
た
、
車
患
の
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
レ
ッ
カ
1

車
庫
は
、
保
有
者
の
自
宅
か
ら
登
録
に
虚
疑
の
書
類
を
出
し
た
車
代
一
万
円
、
駐
車
禁
止
の
罰
金

一
キ
ロ
日
川
以
内
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
り
、
長
時
間
の
路
上
駐
車
は
、
一
一
一
万
五
千
丹
、
反
則
点
数
二
点
、

の
五
否
れ
よ
り
は
緩
和
さ
れ
て
い
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
な
り
ま
そ
れ
に
省
料
駐
車
場
代
が
散
ら
れ

ま
す
。
す
。
遠
山
一
行
禁
止
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
ま
す
の
で
、
ご
腐
心
く
だ
さ
い
。

径
百
場
所
の
あ
る
こ
と
を
示
ず
は
が
し
た
り
、
車
庫
の
変
更
を
麗

ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
乗
用
車
だ
と
後
け
出
な
か
っ
た
と
き
は
、
十
万
内

部
容
の
左
下
、
ト
ラ
ッ
ク
は
助
手
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

席
の
ド
ア
の
一
見
や
す
い
場
所
に
は
市
民
の
み
な
さ
ん
、
十
分
注
意

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
し
て
く
だ
さ
い
。

積

路
上
啓
憲
廃
物
自
動
車
が
最
近

増
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間

で
十
九
件
だ
っ
た
も
の
が
、
ム
ウ
揮

は
す
で
に
六
月
十
七
百
瑛
在
で
昨

年
の
約
二
倍
、
=
一
十
七
件
に
急
増

し
て
い
ま
す
。

最
近
、
駅
周
辺
は
駐
車
場
が
少
は
、
県
庁
所
在
地
な
ど
の
大
都
市
特
に
、
入
選
り
の
多
い
住
宅
地

な
い
た
め
か
、
違
法
駐
車
が
呂
立
で
は
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
の
生
汚
道
路
や
、
通
学
路
に
ま
で

ち
ま
す
。
県
内
で
は
横
浜
市
に
次
ぐ
二
番
目
放
鐙
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
衝
の

そ
こ
で
、
黒
公
安
委
員
会
と
平
の
設
震
で
す
。
美
観
一
を
一
損
な
う
ば
か
り
で
な
く
、

塚
智
察
署
で
は
、
あ
ま
り
交
遂
に
買
い
物
や
ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
一
般
の
遜
存
に
も
障
害
に
な
っ
て

支
湾
の
な
い
退
路
で
短
時
間
の
駐
の
と
き
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ご
い
ま
す
。
ま
た
ナ
ン
バ
ー
を
取
り

車
を
認
め
よ
う
と
、
百
十
七
基
の
利
用
く
だ
さ
い
。
外
す
な
ど
、
予
の
込
ん
だ
態
安
な

パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
一
タ
ー
を
設
費
今
回
設
面
寵
さ
れ
た
場
所
は
、
総
放
援
が
地
唱
え
て
い
ま
す
。

す
る
こ
と
に
な
り
~
ま
し
た
。
南
ス
タ
ー
モ
ー
ル
に
一
二
十
一
落
、
そ
こ
で
、
悪
質
な
廃
物
自
動
車

こ
の
パ
ー
キ
ン
グ
9

メ
ー
タ
ー
策
海
道
本
通
り
(
釈
か
ら
東
町
間
)
の
放
置
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
、

に
一
一
十
一
一
一
某
吋
駅
前
大
通
り
に
二
段
韓
間
違
反
者
を
徹
底
し
て
逃
跡
捜

十
四
墓
、
海
岸
南
中
線
に
十
九
査
し
、
所
有
者
の
わ
か
ら
な
い
車

禁
、
宝
駒
市
開
局
衝
に
ニ
す
義
と
併
は
科
学
捜
査
新
究
所
へ
依
頼
す
る

せ
て
百
十
七
議
で
す
。
な
ど
、
関
係
機
関
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

す
で
に
設
震
工
事
が
完
了
し
、
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
取
り
締
ま

業
務
を
品
開
始
(
七
丹
十
一
日
)
し
り
ま
す
。

て
い
る
の
が
宝
雨
期
間
信
街
の
ニ
十
市
民
の
み
な
さ
ん
、
道
路
に
自

墓
で
、
十
六
日
か
ら
は
駅
前
大
通
勤
車
を
放
置
し
な
い
よ
う
ご
注
怒

り
の
二
十
四
墓
、
八
月
一
呂
か
ら
く
だ
さ
い
。

向
調
た
ち
の
汗
が
光
る
。

昨
夏
の
大
会
出
場
経
験
者
が
一

人
と
少
な
い
が
、
今
的
選
手
宣
誓

を
す
る
外
野
手
で
主
将
の
中
戸

川
君
(
コ
一
年
生
)
を
筆
頭
に
、

居
間
内
で
一
、
二
の
強
一
一
周
捕
手
植
原

一
者
(
三
年
生
)
、
エ
ー
ス
の
望
月

シ
若
(
三
年
生
)
、
打
力
の
和
田
君

好
会
一
年
生
)
の
外
、
メ
ン
バ
ー
は

由
小
粒
で
は
あ
る
が
、
一
二
年
生
中
心

の
ま
と
ま
り
の
あ
る
チ
ー
ム
編

成
1

宣
誓
文
も
全
部
員
の
総
意

で
、
日
ご
ろ
の
部
員
た
ち
の
気
持

ち
を
込
め
た
文
面
に
し
た
と
の
と

と
。
高
校
生
ら
し
い
、
力
強
い
笈

替
に
期
待
し
た
い
。

V

今
大
会
の
忌
擦
は
一
一
一
閉
戦
進

w

出
。
七
月
十
間
百
平
塚
球
場
で
の

第
一
回
戦
、
相
手
は
横
浜
の
新
栄

を
引
引
き
当
て
、
横
浜
球
場
で
の
関
宜
向
授
。
ど
う
し
て
も
負
け
ら
れ
な

会
式
で
栄
誉
あ
る
選
手
宣
誓
を
す
い
試
合
だ
。
「
平
常
心
で
ど
こ
ま

る
県
立
大
屋
高
校
野
球
部
の
平
塚
で
も
明
る
く
、
招
手
チ
ー
ム
に
プ

球
場
で
の
練
瞥
を
見
学
し
た
。
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
る
よ
う
な
試

大
間
四
高
校
野
球
部
は
、
学
校
創
合
を
し
た
い
」
と
中
戸
川
主
将
。

立
と
向
憾
に
始
ま
り
、
今
年
で
八
チ
ー
ム
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
よ

年
同
国
。
現
従
部
員
は
間
間
十
八
人
、
り
調
子
の
様
子
。
地
元
で
の
こ
の

女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
五
人
、
調
副
長
の
試
合
は
ぜ
ひ
勝
ち
進
み
、
高
校
生

鳥
海
先
生
(
生
物
抽
出
当
)
、
そ
し
活
の
思
い
出
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

て
ι

監
督
歴
十
七
年
の
ベ
テ
ラ
ン
伊
大
原
高
校
の
外
に
、
平
塚
か
ら

藤
在
先
生
(
保
縫
体
育
担
当
)
の
出
場
す
る
平
塚
工
業
、
平
塚
学

指
導
の
も
と
、
大
会
に
向
け
て
一
連
圏
、
神
包
、
五
銭
ケ
ム
口
、
平
塚
由
回

日
三
時
吋
時
間
以
上
も
の
練
出
習
に
熱
が
業
、
平
塚
密
工
業
技
術
の
各
高
校

入
る
。
「
素
直
す
ぎ
る
の
が
気
に
の
試
合
に
も
綴
件
付
し
た
い
。

入
ら
な
い
」
と
一
厳
し
い
言
葉
の
伊
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
応
援
に

藤
監
督
の
打
ち
出
す
ノ
ッ
ク
に
部
山
内
絡
げ
て
み
て
は
い
か
が
?
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マ
統
一
地
方
選
後
初
の
定
例
市
議
会
は
六
汚
一
二
日
間
開
会
さ
れ
、
六
月
二
十
四
日
審
議

A

7

宇
品
世
え
て
閉
会
し
た
。
今
回
の
議
会
は
市
長
の
所
信
表
羽
の
あ
と
、
補
正
予
算
や
ヱ
e
a
ム

マ
a

古
学
議
負
契
約
の
締
結
な
ど
r
A

よ
ハ
議
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
一
決
さ
れ
P

A

7

た
。
な
お
、
湯
弁
務
叫
別
役
は
六
月
三
十
日
任
期
切
れ
と
な
り
退
任
し
、
当
分
の
問
、
ム

マ
回
目
出
向
裕
助
役
が
一
人
助
役
と
し
て
、
湯
井
敵
役
の
仕
挙
中
世
兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ム

く募集する戦穫
@一絞事務……..・e・.......……30名程度
。建築 aニ1::*.......奇………幸吉'f名

@学芸芸員(考E主主幹)...........・ 9 …綾子名

e 司著書量……"......……......務ニF名
• f翠鐙縁………・・名
@栄養士日 …………………・..・ 1名

o雪量畿の手続き

7月26日(金)までに受験申込書を、本人が

野鳥を鈍うと

る。しかし、従

鳥(マヒワ、ワソ、ホオジ口、メ

については、許可を受りることによ

獲することができる。許可につい

準があるので、環壇保全課対策部

330) にお尋ねを。

0嬬獲しさ渇うごとが許可される方

笥 65産量ι止とσココ守
。1年以 f二病気諜獲を必要とする方

.身体障害者手帳をお持ちの万

なお、次のいずれかに該当:するときは

許可されない。

• 20粛になっていないカ

'1弓 世帯に]羽以仁童寄っている方が

いるとき

a 過 去 1年以内に許可を受けた方

・過去 1年以内に他人に野鳥を譲り渡

した方

。捕獲許可申議期務 繁殖期 (4j] 1臼

から 7fj31日)を除く、 8FI 1 から

翌 年 3Fl5Elまで

。捕獲;方法かすみ縞以外の方法(鳥も

ち、おとりかごなど)

漆
間
部
抑
制
談
愛
お
z
j

一

。
人
権
法
捧
棺
説
「

7
月
日
即
日
(
火
)
、

υ
。月
6
円
(
火
)

〈JJ
持
政
苦
槽
棺
説
{
日
時
、
何
時

〈
〉
…
続
法
捧
相
談

7
付
げ
臼
(
水
)
、
白
日
(
木
)
、
山
口
(
ぷ
)

予
約
制
(
電
話
で
も
待
)
、
日
時
5
砧
時

心
一
時
寧
日
記
、
供
託
制
援
措
競
8
H
9
日
(
金
)
、
日
時
1
日目時

ハ
ひ
一
般
市
議
積
談
毎
日
ご
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

開
眼
-
祝
日
ゐ
山
田
町
2
-
第
4
土
曜
は
除
く
)

。
消
融
関
金
活
倖
説

7
月
四
汀
(
金
て
お
円
(
A
W
)

、

お
丹
2
日
(
〈
ゲ
去
、
9
H
(
金
)
、
9
時
〈
F
M
時

〈
〉
建
前
年
童
相
設
8
H
8
日
(
本
〕
、
日
時
1
日
時

〈
〉
下
繍
取
引
相
訟

7
月
日
日
(ι

一
本
)
、
日
時
却
分
、
F
M
時

〈
〉
性
宅
相
殺
へ
新
鉱
山
補
棒
な
ど
)
7
月
日
日
(
火
)
、
日
時
S
M時

一
。
護
霊
特
許
相
談

8
月
三
月
)
、
印
時
3
日
時

月
t
、
金
曜
日
9
時
1
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
悩
み
ご
と
は

M

ヤ
ン
ゲ
テ
レ
ホ
ン
。
お

i
七
八
一
一
一
。

月
1
土
曜
日
9
時
jtJ
四
時
却
分

嬢

社

会

鰭

お

i
一…一一一一一一一一…

〈
〉
心
綻
ご
と
棺
説
草
週
月
瞳
回
、
日
時
1
日
時

〈
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
麟
毎
週
月
5
金
曜
日
、

9
時
3
団
時

(
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曜
は
除
く
)

。
結
婚
相
談
毎
過
日
曜
日
、
同
時
3
日
時

(第
3
日
曜
日
を
酷
く
)

。
母
子
拐
殺
毎
週
月
1
金
面
曜
日
、

9
時
1
M時

。
寧
藤
誠
沌
撞
帯
設
革
週
月
1
金
曜
日
、

9
時

s
m時

。
高
齢
者
職
難
相
談
毎
週
月
3
金
瞳
目
、

9
時
拍
分
1
M時

(
土
曜
自
は
日
時
ま
で
、
第
2
*
第
4

土
曜
日
を
除
く
)

。
鵠
人
相
談
醤
月
第
3
木
曜
日
、
同
時
1
日
時
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ω
一
マ
申
込
受
付

7
月

習

(

火

)

一

百

日

川

、

一

千

五

百

バ

五

千

討

、

一

歳

以

上

・

ω歳
以
上
・

2
年
以
と

…
日
の
毎
週
木
山
警
一
午
前
ぬ
一
時
刻
分
1

一
砲
丸
投
げ
、
走
り
嬬
銚
び
、
走
り
一
試
合
に
出
て
い
な
い
人
の
部

一
a

時
鈴
午
後
2
時
1
3時
ぬ

分

一

マ

申

込

允

み

な

と

児

童

抽

出

(

電

一

一

角

銚

び

一

門

女

子

シ

ン

グ

ル

ス

}

一

般

i

一
マ
会
場
開
時
境
衛
生
業
務
課
一
四
時
お
l
m
二

八

一

)

一

{

同

町

女

子

〕

夜

討

、

八

百

日

刊

約

一

年

以

上

訊

合

に

出

て

い

な

い

入

の

一
7
対
象
小
学
生
1
高
校
生
(
小
一
「
J
1
1
:
:
;
:

一
一
一
棋
を
レ
て
み
る
。
一
丸
投
げ
、
走
り
嬬
跳
び
、
走
り
高
一
部

言

葉

人

の

付

き

添

い

が

必

一

一

子

供

議

議

室

一

マ

富

8
月
6
5
(火
)
1
8
一

銚

び

一

町

出

翼

線

1
警
に
限
る

4
時

中

京

公

民

館

一

繋

)

一

一

:

(

一

一

日

(

在

、

2
泊
3
B

一
〔
中
学
生
誕
↓
ぷ
百
日
州
、
一
千
五
一
芸
品
料
無
料

民

7
月
初
日
(
金
)
午
前
言
よ
、

j
i
l
l
-
;
ー
一
自
分
た
ち
の
身
近
な
環
境
量
一
マ
体
験
す
る
襲
撃
霊
@
一
一
白
川
川
走
り
高
跳
び
一
マ
申
込
震

8
R
5
2
5

立
時
間
川
崎
公
民
館
、
午
後
2
符
一
一
輪
本
作
り
教
室
一
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
一
花
き
華
美
容
重
一
一
向
女
子
}
夏
、
八
古
川
刷
、
定
一

1
4
時

機

内

公

疑

問

一

戸

一

一

マ

臼

一

世

8
月
1
日
(
木
)
3
2
一
V
対

象

昨

年

参

加

し

て

い

な

い

一

り

高

跳

び

一

1
1
1
j
i
l
-
-

{
お
や
つ
を
作
ろ
う
i
プ

リ

ン

と

一

世

界

に

一

向

し

か

な

い

自

分

だ

一

日

(

金

一

小

学

?
6年
生
加
入
(
油
送
)
一
マ
出
場
制
限
1
種
目
に
閉
山
る
一
一
編
み
か
ご
を

ぢ

ム

一

け

の

絵

本

書

っ

て

み

る

。

、

7
一
・
露
午
前
ぬ
マ
午
後

4
f
v参
加

費

一

千

五

百

円

一

マ

室

料

一

般

五

百

円

、

高

校

一

作

っ

て

み

よ

う

一

一

j

v臼
特

等

一

一

〉

日

程

7
月
初
日
(
金
)

2
一
マ
会
場
青
少
年
会
館
2
結
集
会
一

V
申
込
期
限

7
月

刊

目

白

(

木

)

一

生

一

一

百

円

、

中

学

生

百

円

一

一

一

。
7
月
初
臼
(
火
)
午
前
却
時
1
一
日
(
土
)
、
初
日
(
火
)
の

3
m一
議

一

一

〉

申

込

先

平

塚

市

農

業

経

営

士

一

マ

駒

込

期

間

7
R
お
跨
(
火
)
一
七
夕
竹
飾
り
の
竹
を
使
い
自
由
一
一

語

中

央

公

民

館

一

跨

亨

対

象

小

主

主

一

会

議

雲

!

二

室

内

線

一

一

一

1
言

(

木

)

一

に

工

作

し

て

い

た

だ

く

七

夕

語

一

一

・
8
月
2
a
(金
)

午

後

1

誌

で

喜

午

前

立

主

将

…

マ

内

容

ビ

デ

オ

困

撲

一

?

体

験

一

一

一

一

一

)

一

{

警

草

委

棄

奏

会

二

工

工

房

が

、

今

年

議

か

れ

る

。

一

…

分
1
3雲
分
湖
北
公
民
鎗
一

i

l

i

-

-

i

一
マ
品

8
芸
日
(
日
)
午
前
一
審
夏
、
こ
の
ほ
か
に
基
一
一

ん

、

友

達

と

一

絡

に

込

斎

告

。

一

{

ま

ハ

ッ

等

学

す

き

は

喜

一

一

9
マ

午

後
2
時

一

語

展

示

さ

れ

た

り

、

竹

細

工

講

一

一

一

食

母

親

2
一

詰

〕

一

ス

訴

j
ツ

大

会

欝

く

一

町

長

平

塚

宣

言

1
互

い

(

持

守

れ

た

り

一

一

一・

2
m
E
(火
)
午
前
言
1
一

一

マ

参

加

資

秘

書

の

小

学

5
よ

〔

暴

君

臨

駒

市

筏

一

一

註

持

計

持

品

一

許

諾

語

、

午

後

2
時

一

お

出

申

し

込

み

詰

鋒

警

護

ヘ

一

弘

子

日

刊

誌

市

、

大

磯

一

九

四

)73〈
木
て
お
お

違
い
を
競
べ
て
み
る
。
地
域
づ
く
て

8
月
沼
田
(
木
)
午
前
訪
日
吋
1
一

一

マ

試

合

方

法

mv自
力
心
比
例
億
人
戦
了
時
吋
時
間
午
一
叫
柄
拘
時
ら
午
後
7
時一
F

り
隷
市
民
生
活
係
(
内
線
一
一
史
認
時
一
要
員
午
後
2
宇

一

夏

休

み

期

警

利

用

し

て

、

総

一

翼

襲

撃

少

年

少

女

水

泳

一

人

)

一

②

小

学

生

学

年

初

軍

学

生

学

一

マ

会

場

ひ

ら

つ

か

市

与

喜

一

吋

尽
に
お
申
し
込
み
を
。
各
コ

1
7時
土
日
胤
公
開
露
一
合
公
園
圏
内
の
各
競
技
施
設
で
時
間
か
一
大
会
…
マ
い
山
場
制
限
綿
入
荷
世
間
口
は
2
種
一
年
約
一
議
ム
ロ
時
間
(
小
学
生
3
竺

宥

警

護

忠

誠

}

一

一

ス

と

も

綾

子

十

五

総

(

釜

高

綴

〉

一

ー

一

れ

る

ス

ポ

3

ツ
火
会
の
出
場
選
手
一

7
5一時

8
月
日
一
日
(
日
)
午
約
一
円
間
以
内
(
た
だ
し
、
リ
レ
ー
は
除
一
問
問
、
申
学
生
4
分

間

)

一

マ

日

程

7
月
初
日
(
土
)
、
れ
一
一

門
お
や
つ
の
色
つ
て
な
あ
に
j
毅

一

ク

リ

i
ン
教
室
一
を
募
集
し
て
い
る
。
返
答
希
望
一

8
待問山分〈、
J
F
ナ
後
5
時

一

く

)

、

リ

レ

}

談

窓

M
3
種

同

国

に

一

三

話

料

無

料

一

日

(

行

)

の

2
的

実

施

一

一

義

母

…

競

べ

て

み

よ

う

〕

一

一

さ

れ

る

方

は

、

見

窓

口

書

館

内

一

マ

会

場

平

塚

総

合

体

育

重

点

…

限

る

一

マ

申

込

震

8
月
9
臼
(
金
二
¥
高
午
後

z雲
分

1
3将
一
一

子
供
会
口
が
楽
し
み
に
し
て
い
な
体
験
を
子
供
た
ち
に
し
て
い
た
一
ャ
日
堂
守
一
ご
み
に
つ
い
て
の
富
研
喜
一
体
育
諜
(
申
込
用
紙
は
体
言
献
に
一
ブ
i
ル

一

三

話

料

無

料

一

〔

卓

球

大

品

詞

}

一

号

一

一

夏
休
み
ま
で
あ
と
一
題
。
一
だ
こ
う
と
今
年
も
す
マ
1
2
y
で

7

2
臼
(
本
)
午
前
詩
1
一

室

な

ど

の

犯

談

を

お

受

け

ず

…

あ

る

宮

室

お

マ

霊

童

宮

内

の

小

学

三

マ

申

込

護

7
3
5
(ホ
)
一
マ
品

8

2
日
(
臼
)
午
煎
一
マ
会
場
ひ
ら
つ
か
市
民
ブ
喜
一
一

応
で
は
、
可
愛
休
み
に
い
ろ
い
ろ
一
ル
存
関
聞
く
。
お
父
手
向
、
お
阻
ま
d

一
ロ
符
勤
労
会
的
問
、
庁
十
叫
世
2
件
付
jt

、、…る
C

加
刊
誌
す
る
自
に
つ
い
て
は
、
…
お
申
し
込
み
を
。
年
生
L
J
中
学
3
住
生
@
閉
山
体
一
壇
一
門
繁
一
銭
ナ
イ
タ
i
機
管
よ
副
総
崎
都
会
一

8
持

刊

誌

て

一

マ

Fd員
各
話
人
(
忍
た
し
、
小
一
一

日
は
小
学
校
伝
単
位
の
町
内
会
、
一
円
V
B時

8
月
羽
田
(
土
)
午
後
一
一
〉
会
場
平
塚
総
合
体
常
態
第
Z
一
堂
ム
誌
は
父
兄
尾
山
同
庁
)
先
着
照
一
…

自
治
会
、
子
洪
会
な
ど
、
お
よ
ぴ
一
4
時
t

一

体

脊

霊

一

マ

作

る

物

一

輪

差

し

の

編

み

か

一

一

平
原
水
泳
協
会
後
厄
献
の
少
年
ク
ラ
一
一
〉
会
場
平
塚
一
競
技
場
一

V
参

同

出

資

機

平

塚

市

大

磯

一

ご

一

一

ブ
で
縁
戒
す
る
③
一
雲
仙
別
抗
ジ
一
芸
品
間
違
中
学
生
以
と
(
中
一
向
、
一
一
宮
町
に
お
住
ま
い
、
お
動
…
マ
申
込
先
ひ
ら
つ
か
市
民
ブ
ラ
一
一

レ
ー
は
中
学
校
長
単
位
で
綴
戒
す
一
学
生
は
縁
談
暑
の
承
諾
を
得
る
こ
一
め
ま
た
は
遊
学
し
て
い
る
高
校
生
一
ザ
ヘ
議
議
お
!
六
一
一
一
一
一
九
)
一
一

甲

信

一

寸

抱

月

援

者

お

歳

以

上

の

方

〈

大

一

一

日

は

付

き

添

う

こ

と

)

一

一

{
領
人
}
小
学
生
男
子
@
女
子
の

部
お
は
州
自
由
形
*
平
泳
ぎ
。
背

泳
ぎ
、
切
れ
自
由
形
e

平
泳
ぎ

門
掘
削
人
}
中
学
生
男
子
e

女
子
の

部

W
M
川
呂
田
形
・
平
泳
ぎ
咽
背

泳
ぎ
、
ヤ
H
M自
治
彩
。
平
泳
ぎ

{
開
山
体
}
男
子
B

女
子
の
都
小

学
生
有
討
リ
レ
l
(
お
れ
×
A
人)、

団
体
対
抗
ジ
レ
l
(
お
れ
×
小
学

生
4
人
と

m
M
×
中
学
生
2
人
)

準
用
ひ
ら
つ
か
ピ
ラ
チ
パ
ー
ク

笑
行
委
員
会
で
は
、
昨
年
多
く
の

若
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
す
1
フ
加
平

塚
会
場
長
引
引
出
附
し
て
、
今
年
も
翠

休
み
間
期
間
問
中
、
ピ
ー
チ
パ
ー
ク
を

閥
開
設
す
る
。

平
塚
海
洋
は
約
五
キ
ロ
同
州
に
わ
た

っ
て
砂
丘
と
一
松
林
が
続
く
、
期
間
南

地
方
の
海
岸
の
中
で
は
た
だ
一
か

所
自
然
が
獲
さ
れ
て
い
る
素
朴
な

海
洋
。
乙
の
海
岸
か
ら
眺
め
ら
れ

る
箱
根
連
山
に
沈
む
夕
日
は
雄
大

で
美
し
く
、
平
塚
八
景
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
夏
は
、
平
塚
海
岸
で
海

浜
浴
、
ど
l
チ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

思
い
思
い
に
お
過
ご
し
を
。

守
閣
財
閥

7
同
月
幻
自
(
臼
)
1
8

〈会土義援内〉

傍受払この碍

綴になると花

火による火災
夜了察家露支議姿つ
がん築購火検査所勺 や事故が発生

間接盟主議出j する。 花火は

次むことを守り、楽しく議ほう。

e 花火を人や家に向診ない

。ノ永を用意し亡おく

ー花火に奮いである遊び万を宣る

@ 獲に沢山の花火をつけない

なお、殆んどの花火にはマ ク(基

準検査ー安全検査の合梅絞)がついてい

る。 ζれは本人の過失、不注怒以外に事

故 が起きたと君、社罰法人日本鐙火協会

(キ 104 東京都中央区京構 3~4-~2

零諮問 3281-9871) が告書害総償金を主

払うためむもの。この場合、花 火 む 残 り

都分や焼けたZ罷などを保存しておくとと

が必望書となる。

詳 し く ほ 、 期 防 署 審 構 第 i諜

にお尋ねを。

i叩t臼出附削附3幻削削削2行出州z臼制"矧zれ問1η問1η矧3引山山川iηm附g幻叩?担問…2何g

F月守2幻n踊ヨ{食〉
午後 7時障害富

市民セ
a 出演者指揮岩城宏之、ピアノ清水和音

秒差主 題 チャイコブスキー交響曲第 6番悲槍

ラフマニノフピアノ協葬曲第 2

・入場料 5席 6，OOOP弓、 A席 5，500P'J
4 前噴き券 7月21臼 (13)午前日時から下記で

チケットセゾン、チケットぴあ、ヤンレイレ

コード、手吊yじ髭楽器1吉、士テタラ謂JIl、花水書

号、市民センター。市民センターでは2313(jり

から電話受付(電話32--2235)もする

務時



(4) 

み
な
窓
ん
を
お
と
ぎ
の
世
界
に

ご
案
内
す
る
一
平
塚
七
夕
ま
つ

り
」
は
、
七
月
四
日
か
ら
八
臼
ま

で
の
五
日
間
、
湘
南
ス
タ
ー
モ
i

ル
を
中
心
に
問
機
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
全
域
に
約
四
千
本
の
竹
飾

り
が
締
ら
れ
、
七
夕
ま
つ
り
一
色

と
な
り
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
の
湘
南
ス
タ
ー
モ

ー
ル
に
は
、
い
ま
話
題
の
若
花

田
、
黄
花
田
兄
弟
や
子
供
の
人
気

者
ミ
ッ
キ
l
マ
ウ
ス
の
豪
華
な
竹

筒
り
も
登
場
し
ま
し
た

G

そ
の
な
か
に
、
子
供
た
ち
の
手

作
り
の
竹
節
り
が
あ
り
ま
し
た
。

中
源
地
町
民

F
供
会
の
竹
飾
む
に

は
、
子
供
た
ち
の
願
い
事
を
書
い

た
短
冊
が
竹
い
っ
ぱ
い
に
け
け
ら

れ
、
訪
れ
た
観
光
客
も
足
を
止

め
、
短
冊
を
克
て
ほ
災
顔
が
こ
ぼ

れ
て
い
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
朝
の
う
ち
一
間
が
残

り
間
関
係
者
を
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
る
田
明

記
も
あ
り
ま
レ
た
が
、
パ
レ
ー
ド

な
ど
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
罰
則
も
上

が
り
、
延
べ
三
百
五
十
一
一
一
万
人
の

銭
光
苓
が
訪
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
一
三
間
五
十
八
万
人
に
は
お

よ
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
第
二
十

八
回
(
沼
和
六
十
一
一
一
年
)
と
同
じ
、

過
去
二
番
尽
の
人
出
で
し
た
。

平成3ま手ア舟守正58

七
夕
ま
つ
り
に
華
を
訴
え
た
ミ
ス
七
夕
の
間
同
盟
事
緒
子
さ
ん
、

久
保
田
は
じ
め
さ
ん
、
松
本
間
相
手
さ
ん
(
写
真
設
か
ら
)

言電ベ連管制

らっち、

過去 2番司、 353万人の緩光容が訪れました
奪太鼓

〈コ
Cヲ

-
7
月
日
山
口
(
火
)
m
w
時
平
塚
市
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

・
7
月
初
日
日
(
土
)
日
時
田
町
民
体
問
日
大
会
サ
ッ
カ
ー
決
勝

・
7
河
川
以
日
(
臼
)
8時
平
域
市
路
上
競
技
選
手
権
大
会

-
7
月
刊
山
日
へ
木
)
日
時
中
ブ
ロ
ッ
ク
体
育
大
会
サ
ッ
カ
2

・
7
月
幻
日
(
土
)
げ
時
ナ
イ
タ
ー
陸
上
記
録
会

B
7
月
お
け
(
日
)
9時
中
郡
総
合
体
育
大
会
開
会
式

・
8
月
3
臼
(
土
)
日
時
祭
実
業
団
陸
土
競
技
選
手
権
大
会

・
8
月
4
5
(臼
)
口
時
全
国
社
会
人
関
東
大
会
ザ
ッ
カ
i

・
8
月
刊
日
(
土
)
日
比
符
サ
ッ
カ
ー
慶
応
大
学
対
証
一
世
大
学

教
育
養
員
会
で
は
、
市
民
ス
ポ

!
ツ
の
祭
典
で
あ
る
市
民
総
合
体

育
大
会
の
出
場
選
手
を
募
集
し
て

い
る
。

マ
期
臼

9
丹
1
川
口
(
臼
)
、

8

日
(
日
)

マ
会
場
平
塚
総
合
体
育
館
、
見

附
台
体
育
館
ほ
か

マ
出
場
資
格
市
内
に
お
住
ま
い

の
高
校
生
以
上
の
方

出」e
d

道
大
会
の
緩
泉

マ
競
技
方
法
①
地
夜
別
対
抗
競

…
技
②
窃
体
競
技
は
各
地
区
1
4
チ
一

i
ル

の

総

合

公

関

完

成

を

記

念

し

て

弓

一

l

ム

一

道

大

会

(

平

塚

総

合

体

育

館

・

六

一
マ
競
技
警
一
平
塚
総
高
育
館
は
毎
週
月
同
唯
一
月
一
一
日
)
が
織
か
れ
た
。
各
ブ
ロ

一
{
間
体
戦

B

得
点
種
毘
}
軟
式
野
一
日
が
休
館
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
ツ
ク
で
俊
勝
さ
れ
た
方
々
は
次
の

言
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
パ
レ
一
夏
休
み
四
期
間
中
(
七
一
月
二
十
一
日
一
と
お
り
。
震
実
十
人

…i
ボ
i
ル
、
剣
道
ソ
フ
ト
ボ
1

一
1
八

月

三

十

一

尽

に

限

り

、

混

一

(

敬

称

号

一
ル
、
射
撃
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
軟
式
一
ホ
ブ
ー
ル
棟
は
月
総
日
も
開
館
さ
一
・

5
段
以
上
の
部
宮
沼
融
(
宮

ヒ
…
庭
球
、
柔
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
一
れ
る
。
ご
利
用
を
。
一
松
町
出
、
一
般
男
子
の
部
山
口

い
一
卓
球
、
刊
J
y
カ
ー
、
陸
上
競
技
、
一

V
利
用
叫
何
時
間
午
前
9
時
初
分
1
一
広
藁
(
茅
ケ
崎
町
市
)
、
同
女
ア
ア
の

一

一

…

硬

式

テ

ニ

ス

一

午

後

0
0

降
初
分
一
部
榔
川
一
晴
美
(
桃
浜
町
)
、
官
一
同

色
一
{
間
体
戦
・
公
務
緩
日
}
ゲ
ー
ト
一
[
〉
利
用
料
大
人
四
百
円
、
小
人
一
校
男
子
の
部
宮
代
沼
彦
(
大
原

町

一

ボ

ー

ル

一

(

小

@

中

学

生

)

一

一

百

円

一

高

校

)

、

同

女

子

の

部

升

水

墨

色
小
一
{
個
人
戦
会
一
点
一
繍
呂
}
剣
道
、
…
門
〉
問
問
い
合
わ
せ
允
総
合
公
団
国
管
一
佳
(
ニ
室
一
両
校
)

山
一
射
撃
、
軟
式
庭
球
、
柔
道
一
理
事
務
所
(
襲
認

i
一
一
二
三
五
)
一

鶴
一
{
個
人
戦
・
公
開
閉
緩
怠
水
泳
、
ヨ

;
1
4
j
t
l
L
i
l
i
-
-
l
j
;
1
;
j
i
J

?

一

空

手

、

弓

道

一

一

〉

lh

一

一
マ
申
込
震

7
月

初

日

(

金

二

一

霊

み

が

A

伐

務

会

館

一

一
申
し
込
み
は
、

g
体

戦

に

つ

い

一

一

同

時

ぷ

ぬ

い

間

/

¥

d

j

l

h

驚

九

一

て

は

名

競

技

申

込

書

を

各

地

区

ご

一

一

震

動

部

位

耕

立

総

体

一

…

と

に

取

り

ま

と

め

、

ま

た

償

金

一

一

〈

十

一

一
に
つ
い
て
は
直
接
、
見
附
ム
円
体
育
一

γ
7汚
国
臼
(
火
)
一
日
待
平
塚
市
中
体
連
ー
実
記
録
会
一

「
一
館
内
体
育
課
(
電
話
出
品
一
二
(
U
六

二

-
7
月
泣
門
口
(
呂
)

9
時
第
話
回
目
間
体
少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
}

庁
一

O
)
へ

。

一

一

i
ル

黒

字

選

古

一

鴫
一

j
J

宏

一

一

一

回

7
汚

白

日

(

水

)

:

お

包

(

企

庁

品
一
家
〈
灯
船
ニ

Q
U
湾

要

差

益

襲

喜

一

A
W

一

議

ヘ

《

¥//Y
一

ナ

7
丹
羽
目
(
日
)
9
時

社

会

人

卓

球

大

富

山

予

選

一

昨

一

朝

ー

ム

J
S
v
一

プ

N

G

J

持

率

選

手

権

水

泳

大

会

一

広
一
参
〉
J
Z
二
千
ポ
ニ
・
8
月
1
2
5
S
4
2
5
)

一

同

町

一

九

、

¥

ス

一

一

9

時

全

日

本

大

学

対

抗

卓

球

大

会

一

タ
一
教
育
委
員
照
会
で
は
ス
ポ
?
ツ
に
一
九
。

8
月
6
日
(
火
)
9
時

平

塚

市

中

学

校

水

抗

大

会

一

古

一

一

V

叫

務
し
み
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
一
判
。

8
R
U
日
(
日
)
9
持
平
塚
市
少
年
少
女
水
泳
大
会
れ

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
聞
く
。
多
加
を
一
町

o

H

q

一
時
平
塚
市
小
中
学
生
剣
道
錬
成
大
会
叫

希
望
ぎ
れ
る
方
は
、
見
駐
日
体
育
一

T
i
z
-
-
J
I
t
j
i
j
4
j
L
i
l
-
-
1
;
j
l
L

館
内
体
育
課
(
議
議
お
一
一
一

O
六

一

一

午

d

。

)

に

お

申

し

込

み

を

。

一

一

挙

塚

あ

る

く

会

一

日

は

3fw涼
駅
北
口
討

議

議

襲

撃

獄

}

一

義

あ

る

く

会

で

は

丹

沢

大

山

一

肉

筆

:

七

沢

温

泉

七

沢

森

林

マ
臼
時

7
5日
(
火
)
午
後
一
に
近
い
丘
陵
地
帯
を
品
川

J

く
。
章
一
公
開
国
七
沢
霊
入
口
;
伊
勢
原

1
時間一
1
4時
一

さ

れ

る

方

は

、

当

日

直

接

受

口

場

…

駅

:

平

塚

駅

マ
会
場
見
附
ム
口
武
道
場
一
所
に
お
集
ま
り
一
を
。
一
マ
持
っ
て
く
る
物
弁
当
、
雨

守
強
用
水
戸
黄
門
章
、
お
ど
一
マ
湖
沼

7
2
R
E
宗

一

日

二

重

再

認〈土).喜男蕗
F丹念公霞とごF首渓センター鰯辺
関は午後 5華寺方、ら告書寺Zまで

コース平塚有備館、鬼首間駄泉見学

みちのくの名湯鳴子混泉(泊) 臼本こけし館

見学 花巻まつり見学一大沢温泉(泊) 平埋

著書加重量期 45，000丹(パス代、宿泊費、昼貴代)

募集人員 40人

申し込み"問い合わせ 地域づくり課市民生

す舌イ系

菜、築物、菓子、手づくり品、

溶の員長売

災 (+J の場合は、翌日の額 7 時~lO時

ちと、 戸守山主の朝市を勝く

吋 地域づくり諜市民生活保
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{平成 3年 3月末E現在)

担入溝額 支出済額

.74鰭 3，273万円 5.5槽省，U33方向

..，穣 ，..万円 .，.鰭6，S四万円

452億 5，008万円 4001主主 346万円

84億 8，271万円 74億 4.361万 F弓

9荘重1.886万円 8臣室9，134万円

52億 7，881万円 62億 9，315万丹

市都， 129万円 7告知令 129万円

2荘重4，214万 pl 1億 5，480':;庁内

7，149万円 5，727万円

4，256万内 2，586:万円

10億 3，359万円 10億 3.359万円

69億 9，115万円 68億 7，179万円

1，365樺 3，54175'丹 1，231穣 2，6特万円

予算現額

7631樟1，7時万門

72.鰭 8，872フ，Pl

431億 5，671万円

91億 8，830万円

9億 1.287万円

99億 9，721万円

7告知， 129万円

2億 7，848万円

7" 183万円

ι156万内

10億 3，359万円

75億 1，688万円

上柑3穣 611方向

費署48 0号

金 量十

一韓金

特割合

競輪事業

[弓民健康保検事業

都市 改造事業

下水道 事業

都市施設用地取得事業

食肉センタ

交通災害 共済 事業

ホ 履物地方節売市場事業

総合公園 用 地 取 得 事 業

老 人 保鍵Z豆 樟 事 業

合計

別

計

計

くをう〉

38憶を~，069万円

231，意2965万円

23'窓t003万円

1守語家47897)内

お億γ50<コ万円

5a昆 275)Jf'I

4裂をさミア62克明

1 マヤジマ(マ'7 9 マ計士マ'7'730' 月臼マ7.¥7臨の?なる

i i5i ifE?;?i253分????i??i?ii
二替え千草 塚 2 Fl窄 一昨す 後月白白苫 ptす 前呂月おリ

再 三票率襲雷管警高言産 品習Ij2霊童話一昔話ど
。必 4 場分(議 5 膏 30 、月仁ミ喜醤道¥ 3 ¥ や
総要 1 臼重量日 書官 分 3 ハ若草場 12沼 8 ぐ
跳 ~6 ~滋~月日立 待月ら
ぴ年午月 4 14 、月 8 青

生 前) 時臼 1 21 日頭

(磯

受e率
ロ以 30

fp後 日
勢中以
原 止 と
智そ の

苦き
ス 28
4苧日

。吉宮マ
)内問

体い
背合
課わ

霊免
31 

o 

王子成 2塁手疫のゑな等事業

主主治ー宇護宇止童護老議づくり

龍彦乾診査等保健事業

市民需院整備事業 (62~2 年度継続)

国民鍵康4保険事業

老 人保鍵反瞭事業

休 日@夜間救急医接関部費

者人民療助成経費

重度障害者医療支給関係費

生活楳護法に主主づく扶助費

保習 所 等 児 童 措 置 費

児童手当

在宅福祉サーピスセンタ 整 備事業

(元，~ 2年度目継続)

老人福祉施設入所委託饗

身体障 害 者 福 祉 対 策 費

精神薄弱者福祉対策費

消防ポンプ自動車整情事業

地震等防 災対 策費

ごみ分 別 収 集 費

幾重糞@緩宗務環境づくり

中小企業金融対策費

重量業環境総合整輝事業

農業基盤警備事業

漁港整 備 響 楽

勤労者金融対策事業

教薄切主主化環境づくり

吉沢小学 校建 設事 業

大野、 常需 、八 幡小 学校 校舎 改棒事業

浜岳中 学校 校舎 新改 築事 業

仮称新神 間公 民館 新第 事業

仮称横 内地 域こ ども の家 主装 備事業

美 術 館整 情事 業

都市環 壌づ くり

密計効 汗主f路繋備事業

大島石線、南町通東桟間練ブ 口 ム

ナーぐ 整 備 事 業

道 路改良事業

総背公 潤整館事業

公 共 ド 水道整備事業

都市下 水路整構事業

排 水 路整 備 事 業

そ の偽

高潔間報化捻進弱係経費

平
成
二
年
度
の
市
の
財
肢
は
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
。
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
税
金
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、
一
般
家
庭
と
同
じ
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
や
り
く
り
を
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
税
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
お
知
ら

せ
す
る
た
め
「
市
の
財
政
状
況
の

公
表
」
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は

平
成
二
年
一
度
(
一
ニ
月
末
呂
田
担
税
〉
の

吋
般
会
計
を
中
心
に
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
す
る
。
詳
し
い
こ
と
は

総
務
部
財
政
課
(
内
線
三
五
一
一
一
一
)

へ
お
た
ず
ね
を
。

出

口

丹

内

向

河

内

市

内

円

内

円

万

一

刀

万

万

万

万

万

万

万

万
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9

0

4
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0

8
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9
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8
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1

8

3

4
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9

0

4
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6

7

8

9

1

6

2

7

9

 

摺

端

鴻

端

端

鳩

滞

鴻

晴

晴

]

9

7

1

 

9荘重3，356万円

6億 4，630万円

2億 1.029万内

叫意6，419万円

1億 3，737万円 ( 

1器割台876万円

2D曹2.776万円

4音量5，199万円

2億 5，854万円

10億 1，379)'3円

2億 5，240万円

3億 8，793万円

鋭
同

ハ
ふ
議
高
校
野
球
神
奈
川
孝
一
選
(
有
料
)

。
7
河
口
白
(
土

)
1お
臼
(
金
)
準
々
決
勝
ま
で

間
入
場
料
大
人
五
百
円
、
大
・
高
校
生
一
…
一
百
円
、
小
・
中
学

生
百
円

。
プ
ロ
野
球
公
式
戦
(
有
料
)

・
7
月
h
U
E
(
ホ
)
叩
同
時
横
浜
大
洋
対
中
日

諜
外
野
席
当
日
売
り
大
人
一
千
二
百
円
、
小
人
六
百
円

。
イ
i
ス
タ
ン
リ
i
グ
公
式
戦
(
有
料
)

@
8
月
ロ
臼
(
火
)
問
符
横
浜
大
洋
対
西
武

・
8
R
M
B
(ホ
)
四
時

N
H

-
8
同
月
一
位
呂
(
木
)
四
時
横
浜
大
洋
対
巨
人

課
入
場
料
は
大
人
八
百
円
、
小
人
三
百
円

。
そ
の
外
の
試
合
(
無
料
)

@
8
月
1
臼
(
木
)
刊
山
時
平
塚
市
少
年
野
球
大
会

@
8月
7
5
(水
)
8
日
(
木
)

9
時
全
国
高
校
軟
式
野
球
時
間
関
東
大
会

7月27ゴ {ニヒj午後 7時 30分

雨天の犠合は耳買延28Eヨ(毘)

潟務滞家(相模JII河口)

3000発 の 打 ち と げ 花 火 とf士掛け花火

そしてスターマインコンク ルが行われる

。民謡おどりパレード
培地区子供会が今後 6時から平信窺費支h'iか

らど チショッブ浜前まで行う

とき

会主義

2億 2，533万円

5億 8，323万円

4億 5.092万円

14億 4，間2万円

1控室4，218万 IY

35億 3，687万円

く>Æ~窓会体事著書室(電話31---3057)
a 開敢輔自 宅球、パドミー/トン、パスケッ

ト、軟式註球 (~16時)、パレー(16時~)

， 7 守22Eヨ(月)午後 1時~午後 8時

吟呂 J奇12<ヨ(汚) // 

く〉金E自公E号室震体育費宮崎話3l..2J話)

01在留公民書官体苦言館(電話58---0101)

o争率a公民童書体育舘(電話 55~0239) 

・開政撞日 ノ、レー (9 時~13持)、パドミン
トン、点球 03時~16時)、パスケット、(1 6

時~20時)、

事 7月 158(月)午前 9時~午後 8時

8Fl58(汚) ノノ

8}l198(月 ノ

7億 7.089万内

1億 2，700万円

20億 8，402万円

57億 3.395万円

四億9，720万円

3綴 9，651万円

意7合612万円

1最重5，092万円

ーn:奇い合わせ 商仁課観光係※ 9 JJ分のけτし込みは 8tJ 1 F19時から



第 480習

小量詫・文学

童事ある喜望 麻耳H雄嵩

鍛塔の泣く街 ノト嵐九八郎

大江戸ゴミ戦争 杉本苑子

ワ ルシ ャワ の燕たち 五木寛之

ハックJレペリーフレンズ景山民夫

スタンフォードと京都の簡で

青木童書彦

ムーンデラックス

フレデリツク'パールセルミ

主主と光と嵐のある夏 桜井智

緋き河の守護天使 夫海抄経

跡な曹庭に 木 輔 さ と 子

家援護 ・ 生色 f罷

よく考えること@よく生きるζ と

問中澄1I

ブラウン管の映画室宮 和田誠

天皇への選 吉田伸弥

社会科学・その偽

ドイツ統一山 Gクノツブ&Eターン

日米最悪(j)シナリオ 花井等

チベット入門 ベマーギャルポ

凝 掲載 した 溺警は購入した図書の一

割目。詳しくは図書量宮本書官にお尋ねそ。

すビデ才教慈会

r:{))7月 21自{沼)10時、 14時、 3摺ホーI!.-

fクオレ壁の学校 44分。7月28毘(認) 10時、 14時、 3措ホーノレ

「あしながおじ記さん 42分

す平和軽乗酒会

<ldJ8丹 4日{自)10時、 14時、 3構ホーノレ

「はだしむゲン PART  3J 128分

窃 8月 11詩情)10時、 14'帯、 3曙ホーノレ

「おかあさんの木j 担分

「戦場ぬ童〈いくさは臨むらぴ)J

合草草悼み期間中の開鋪時間(7 月 21 日 ~8 月
30日)

・費 出室 、審考室火~木曜日 9時-----17時 間

分金曜日 9時~18時50分、土・日曜日 9
時~16時 50分

• c とも窪火~臼曜日 9 時~16時50分
合体館日 毎週月曝日、月末

す醤舘本鰭

宇部受間町12-42 電話31-0415

古書室等主特別護霊 f語審薦のキノニ
身近に見られるキノコの生態を紹介する。

'期間 7月20日(土) -----9 n 1日〈日)

ー会場 博物館特別麗示室

[講講金ーキノコをつくる] 入場自由

F 日 時 8 月 4 日〈日)日時30分~16持

a 会場博物鶴講堂

省講師神奈川キノコ白金七宮清氏

す喜重体み滋宮島高野望主総談会

自由研究のテーマや研究内容についての相

設に応じる。資料の作り方を相談しよう。

・日時 7月26日〈金) 10時~15時、 8月21

日(水) 13時--15時

'会場博物館科学教室

対象小学生以上

す議然重量祭会

野山を曹三ぎながらセミを輯察する。

a観察日等 8月15日(木〉大山、 20臼〈火)

三島市柿田)!!

4 定員 30人く抽選〉

・申し込み 構軍自由10日前までに往復はが

きで

す気fとおそ競べよう

野外で貝イじむを収集し、その化石からどん

な事がわかるのかをまとめる。

棺 8月 13日(火)、 14日(本〉、 16日〈金)

の 9 時~16持

母会場大横町 (13・14日〉、博物館(16日)

号定員 30人く抽選〉

平成3年ア舟守 5正ヨ 〈正予〉

⑤申し.uミJ歩 7 fJ31日まーと?にィ"手長bまカ守きてヤ

古体著書学著書 喜主主主主めj

タマネギの皮や笹木の葉巻罷って木綿の布

を染めてみる。

ー日時 8 日 〈金1 時時

各会場博物館興学教室

ー定員 20人く抽選〉

q 幸力口密 200内

・申し込み 8丹羽田までかご往復はがきで

会開鮪時間 9 時~16時間分

合体語路 全毎週月曜日、月末

公博物舘 字問韓関町12--41 噂 話33---5111

初車量産室毒事教室量

f!l休みを利用して碁の打ち方を覚える。

日鞄 8月 9日._8月初日の毎週火@金曜

口と 9f":1 1日(日)、 8日(日)、 29f-:1(日)

時間 1叩O時

命会場背少年全舘会合室A

・定員 小学 4年生~高校生30人ぐ先着騎〉

合間輯時間

火~ヒ曜日 9時-----21時 30分

〈日曜日のみ 9 時~17時)

よr体舘日毎週月曜日

カ脅す年金錯

亨 2決桟間町12 日電話32 7029 



から 1年以上 1年 6か月以内に 1

自費ける。

麟 接 種 方 法 市 民 楕 醗 ・ 共 帯 構院の

みで年聞を通じて接種できる。接

種目は匡支部とご相読を。

臨料金無料

額保腫在、母子韓麗手帳を持参

翻揮 2期対象は 3か月以と 4揖末

輔自乳幼児。 3溜聞から 8遇間の

間隔で3閲費目る。

騨欝 2期第 X閣の 3回目の接種目

から 1年以上 1年 6か月以内に 1

国費甘る。 5龍ちか月に達するま

で受けられるが、 4定義までに終了

することが警ましい。

覇開業医、持続で接種を。接種日は

E豆師とご棺読を。

額料金無料

購保険誌、母子韓蟻手離を持参

務 480霊苦っち、威主華鏡平成3ま手アF吾守おお〈ア〉

醸壁付午後 1時-2時

騒会場様檀セJノター

観母子纏麗手帳本冊。別冊、筆記用

具、指ブラシ (1議 6か月売のみ)

を持参

[3カ、月i忍1

胆お丹21日 3年 4月 1B~15自生

・8月28日 3年 4月16日-30日生

[1識 6カ、月児]

• 8月 6自 2年 2月 1日-15日生

8月羽田 2年 2月16日-28日生

[3題児〕

ー 8月 1日 63年 61ヨヱ日-15日生

賓 8月22呂 田 年6月四日-30日生
覇対象 2龍 6か月までむ乳幼児

盛 会場平理保鐘所

醸摺説日 8月四日、 26日

臨時間午前9時-10時
覇申し込み 電話で平塚保撞所へ。
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0
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(

女

ベ

ッ
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、

貴

堂

用

い

す

、

テ

i
フ
ル
、

6
後

由

一

歩

握
午
体
一

7

子
中
学
生
用
身
長
田
門
ン
M

川
)
、
チ
ャ
イ
テ
レ
ピ
、
時
議
蔵
、
サ
ザ
エ
さ
ん
の
同

妊
の
一
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
問
い
合
わ
せ
ル
ド
シ
i
ト
、
シ
ャ
ワ
ー
付
き
ブ
ロ
パ
画
本
、
ぶ
ら
さ
が
り
韓
鹿
器
、
一
日

(
日
中
一

期

5
雄
一
が
増
え
て
い
る
。
お
問
い
合
わ
せ
を
い
ン
ガ
ス
用
ふ
ろ
韮
、
ェ
レ
ク
ト
ー
ン
、
議
、
開
山
ス
ク
ー
タ
ー
、
自
転
車
(

4

糊
月
妊
一
た
だ
い
た
と
き
に
は
す
で
に
決
ま
っ
て
忠
転
車
(
男
子
用
四
円
ン
)
、
全
自
動
食
子
用
時
打

f
日
1
日
打
/
)
、
鳥
か
ご
、

2

8

一
い
る
物
も
あ
る
む
で
、
ご
了
承
を
。
器
涜
い
機
、
編
み
機
、
掛
け
ぶ
と
ん
、
ミ
シ
ン

食品添加物の表示が変わる
厚生省では、利用者が加工食品の内容を理解したう

えで選べるように、 7月 16から食品白製造や加工に

使わ れ る 食 品 添 加 問 の 表 示 方法を変えた。乙れからは

化学的に押られた物、天然物も区別なく表示される。

ウインナーソーセージの褒示例

古家な重量総会患 平揮八景(湖南平、沼南瀬

来、平埠砂丘夕映え、森の青白鳥神社、八

播山公閥、霧障りの培、金目111と観音堂、

七自主延期等

合金な行事 七夕まつり、花火式会等

・対象中学生以下

・送り先 宇 254平場市浅補町 9-" 1 

平蝶市観光協会

・締め切り 10汚 3臼(木)

'応募ょのi主窓 a::戸品の裏面に住所、氏

名〈ふりがな)、学校名、学年、君主話番号

を記入する。③クレヨン、クレパス、水

彩、油絵、版画などなんでもよい。③サ

イズは 4ツ切り以 ι (絞函はB7以上}

良二本のlZ1l季、しよじよじのたぬきばやし、

つるのおんがえし、彩絵あそび

出演綴溜ドン暑

とき 7月26fヨ
書書演午前11時・午後 2時

入場券 当日午前日時から図書館

入口で晋己布(各先着160人)

問い合わせ 図書誓書官電話31'~.04]5



(8) 平成3年ア月守 68

計
量
器
検
査
の
事
前
調
査
員
を
募

集
す
る
。

マ
期
間

8
月
5
日
(
丹
)
3
9
日

(
金
)
の
5
日
間

・
時
間
午
前
8
時
四
分

3
午
後
5

時マ
黄
金
1
日
五
千
二
百
円

守
対
華
大
学
生
3
人

マ
申
込
先
市
商
工
課
繍
業
部
(
内

韓
五
六
二
)

第 480望号

し
か
し
、
電
柱
や
楠
え
込
み

にん
H
A

で
看
板
が
霞
か
れ
、
せ
っ

か
く
き
れ
い
に
な
っ
た
還
り
の

美
観
を
損
ね
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
衝
に
は
美
観
・

景
観
が
特
に
大
切
だ
と
思
い
ま

す
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

(
干
潟
湾
岸
府
川
大
作
詰
ん
)

一
、
1
1
1
J
l
J
一
広
告
板
な
ど
の

1
1
1
1
1
A
日
臨
外
広
止
口
物
は
、

広
報
、
笈
伝
活
動
の
ひ
と
つ
と

し
て
叢
婆
な
役
割
を
も
っ
て
い

ま
す
が
、
間
同
時
吋
に
都
市
景
観
の

窃
か
ら
考
え
る
と
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
品
調
和
が
求
め
ら
れ
、

さ
ら
に
は
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
十
分
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

マ
期
間

8
月
日
日
(
火
)
S
H
日

(
日
)

・
時
間
午
前
日
時
3
午
後
7
時

マ
会
場
藤
沢
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

(
藤
沢
駅
北
口
ル
ミ
ネ
6
階
)

マ
農
一
定
作
品
ザ
l
フ
切
な
ざ
さ
へ

り
提
案
応
募
作
品
ニ
百
九
市

マ
問
い
合
わ
せ
先
神
奈
川
県
な
ぎ

さ
・
相
模
川
プ
ラ
ン
推
進
室
調
整
妊

(
電
話
。
四
五
二
O
一
1

一一

一
内
韓
六
五
五
三
)

自
ご
ろ
訓
練
し
て
い
る
摺
防
技
荷

を
競
う
第
2
閉
平
塚
市
消
防
部
消
防

撞
法
大
会
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時

7
月
白
日
戸
田
)
午
後
1

時
5
5
時

マ
会
場
消
防
総
合
訓
練
場

7
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部
庶
務

課
庶
務
部
(
内
線
一
一
八
七
)

県
庁
件
梱
南
聾
護
学
校
(
寺
田
縄
五

九
0
6
電
語
時
j
O
四
五
六
)
で
は

地
域
の
方
々
と
莱
レ
む
変
額
り
を
聞

く。マ
日
時

7
月
呂
田
(
日
)
午
後
2

時
1
5時

守
会
場
県
立
湘
南
養
護
学
校

ヤ
内
容
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
(
竹
と

ん
ほ
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
木
工

芸
)
、
槙
揖
底
、
盆
踊
り
ほ
か

-
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
!
(
安
田
信

託
担
行
、
新
日
本
証
非
、
山
一
証

#
、
一
ユ
基
盤
行
の
各
ギ
ャ
ラ
リ
i
)

{
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
醤
員
全
企

画
畏
}
7
月
9
日
(
火
)
j
I
3
8
月
四

百
(
火
)

湘
南
文
学
編
集
委
員
会
で
は
、
文

芸
総
合
雑
誌
「
湘
閑
文
字
」
の
聞
棋

を
募
集
し
て
い
る
。

中
部
門
創
作
(
四
百
字
詰
め
原
稿

用
紙
回
枚
以
内
)
、
エ

y
セ
イ
(
間

5
枚
前
後
)
、
詩
(
知
行
以
内
)
、
短

歌

(
2首
)

マ
応
募
期
限

8
月
即
日
(
火
)

マ
応
募
先
端
南
壇
期
大
学
内
湘
南

文
学
編
集
番
員
会
(
干
掛
横
彊
賀
市

縮
問
町
田
a

電
話
。
四
六
八
田

一五
C
O
)

日
本
器
十
字
平
壇
市
地
阪
で
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
救
急
法
講
習
会
を
聞
く

0

7
日
時

8
月
訂
日
(
火
)
午
後
1

時
四
分
1
4時
剖
分

守
会
場
勤
労
会
舘

マ
定
員
小
学

4
3
6
年
生
組
人

(
先
着
順
)

マ
申
込
先
市
社
会
課
管
理
係
(
内

綿
二
一

O
)

障
害
の
あ
る
方
々
の
就
職
に
つ
い

て
の
相
談
会
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時

9
月
9
日
一
月
)
午
後
2

時
3
4時

マ
会
場
秦
野
市
文
化
会
館

マ
申
込
期
限

8
月
5
日
{
円
)

マ
申
込
先
平
場
公
共
職
業
安
~
一
一
句
所

特
別
捜
助
部
門
(
電
話

ni
。一

O

O
)
 

窓
会
開
聞
く

福
祉
議
習
会
が
聞
か
れ
る
。
書
加

を
希
望
否
れ
る
万
は
、
平
壌
市
社
会

福
祉
協
議
会
(
電
話
四

i
一二一一一一

一
ニ
)
に
お
申
し
込
み
を
。

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
}

マ
日
程
7
月
四
百
(
金
)
、
犯
日

(
月
)
の
2
日
間

・
時
間
午
後
エ
時
却
分
3
4
時
加

分守
会
場
福
祉
会
館

中
定
員
組
人
(
先
着
網
)

門

v
内
容
体
験
学
智
(
点
字
・
手

話
・
誘
導
法
、
車
い
す
介
助
)
ほ
か

{
苧
蕗
鶴
醐
笠
宮
〕

。〉

広
場
所
と
物
件
を
定
め
た
規
定

に
、
新
た
に
電
柱
や
街
灯
柱
へ

の

張

り

紙

(

含

む

ポ

ス

タ

ー
)
、
張
り
札
、
立
て
看
板
を

禁
止
し
ま
し
た
。

神
奈
川
県
m
で
は
衝
の
景
観
を
し
か
し
、
依
然
と
し
て
多
く

守
る
た
め
、
今
年
の
一
月
に
の
張
り
紙
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す

「
神
奈
川
県
窓
外
広
告
物
条
の
で
、
奨
観
を
損
う
よ
う
な
こ

例
」
を
改
正
し
、
広
告
物
の
禁
れ
ら
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
市

マ
日
程
7
月
即
日
1
8月
幻
日
の

毎
週
火
曜
日
、
全
5
回

・
時
間
午
前
日
時
1
ロ
時

守
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
加
入
(
先
着
頗
)

〔
障
害
者
生
活
介
磁
輯
留
金
}

マ
日
程

8
月
9
日
(
金
)
午
前
日

時
3
日
目
(
日
)
午
後
4
時
、
2
泊

3
日

守
会
場
県
立
湖
南
青
山
Y
年
の
ま

り
定
員
叫
人
(
先
着
唱
)

マ
晶
子
手
加
料
-
千
五
百
円

神
草
川
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連

合
会
で
は
、
精
神
保
曜
に
つ
い
て
の

相
説
会
を
開
く
。

中
日
時

8
月
日
日
(
日
)
午
前
四

時

S
午
後
3
時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

(
M
N
ピ
ル
口
階
)

門

v
問
い
合
わ
せ
先
市
福
祉
総
務
課

庶
務
保
(
内
線
一
二
七
)

…
閥
醐
護
教
繋
一
後
四
開
く
一

門

V
E
時

8
月
3
日
(
ゑ
)
午
前

9
時
泊
分

js日
時
担
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
講
師
園
芸
相
談
員
大
野
明
氏

マ
内
容
秋
ま
き
野
菜
の
怜
り
万

円

v
問
い
合
わ
せ
先
県
南
南
閥
会
セ

ン
タ
ー
ー
(
県
農
業
会
館
内
・
篭
話
路

l
O五
九
一
一
一
)

捗道への立て務者買は重量止されている

県
で
は
親
子
一
子
供
は
小
学
3
3

6
年
)
を
対
象
に
、
遊
び
ゃ
実
験
を

通
し
て
大
気
汚
染
ぞ
考
え
て
も
ら
う

空
気
と
掃
の
教
室
宇
佐
開
く
。

マ
日
時
7
月
却
日
(
火
〕
午
前
日

時

3
午
後
3
時

マ
会
場
総
合
公
趨

マ
定
員
親
子
却
組
(
抽
選
)

V
申
込
期
限
7
月
初
日
(
土
)

マ
申
込
先
神
奈
川
県
四
時
壇
部
大
気

保
全
課
交
通
環
壇
掲
与
既
(
電
話
。

四
五
…
一

O
一
一
一
二
内
線
三

七
五
七
)

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
神
奈
川
県
と

の
連
絡
を
密
に
し
対
応
し
て
い

き
た
い
と
慾
い
ま
す
。

(
道
路
管
理
一
課
・
抑
制
市
計
額
縁
)

東
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
は
、
お
気
軽
に
け

係
(
内
線
一
一
一
五
五
)

く
だ
さ
い
。

神
奈
川
大
学
と
東
海
大
学
で
は
、

亙
事
休
暇
中
、
高
校
生
を
対
象
に
回
一

書
館
を
開
放
す
る
。
利
用
さ
れ
る
方

は
身
分
説
明
書
む
ご
持
参
を
。

〔
神
器
州
大
学
問
凶
審
室
}

マ
利
用
期
間

7
月
出
日
(
水
)
S

8
月
四
日
(
金
)
、
除
く
上
・
日
曜

日
と
8
月
8
日
1
M日

・
時
間
午
前
9
時
四
分
3
午
後
3

時マ
問
い
合
わ
せ
先
神
奈
川
大
学
半

理
キ
伊
ン
ハ
ス
(
竜
認
回
目
一
一

{
東
海
大
学
中
央
図
聾
舘
〕

門

v
利
用
期
間

7
月
訪
日
(
木
)
S

8
月
初
臼
(
金
)
、
除
く
土
'
日
曜

日
と
8
月
四
日
i
M日

・
時
間
午
前
9
時
1
午
桂
5
時

マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学
湘
南

校
舎
(
電
話
問
一
二
一
一
)

緑
の
あ
っ
せ
ん

樹
木
そ
斡
(
あ
っ
)
続
し
て
い

る
。
希
望
お
れ
る
方
は
公
園
絹
地
課

雄
政
係
(
内
縄
四
二
五
)
へ
。

な
お
、
樹
木
は
認
ら
れ
る
方
の
ご

家
庭
に
あ
る
た
め
、
移
棟
の
障
の

費
用
に
つ
い
て
は
譲
り
受
け
る
方
の

負
担
制
と
な
る
。
ご
了
棋
を
。

ヤ
お
諮
り
す
る
↓
樹
木
つ
は
き
1
本

(
高
さ

2
M
川
)
、
松

1
本
(
同

5

M

山
)
、
も
み
じ
っ
げ
・
な
ん
て
ん

各
1
本
(
問
1
・5
M川
)

あたたかい
社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
禅
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
檀
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
話
回
一
一
一
一
二
一
一
一
二
)
へ
。

マ
社
合
福
祉
慈
金
へ
・
永
井
柴
Z
T

五
万
円
、
中
村
フ
ミ
子
五
千
円
、

横
内
サ
ン
の
会
曾
つ
く
し
看
護
婦
家

政
婦
紹
介
所
各
一
万
円
、
笹
星
正

雄
一
二
万
五
千
円
、
井
出
理
容
館

一
万
一
千
五
百
七
十
七
円
、
ク
ラ
イ

ス
音
楽
研
究
会
十
九
万
六
千
百
四 敬称略

;弓ヨコ堅持雲み弓手金可手記長t日:E喜
多主星奇土竜単語言語義罪主筆 理 翠室主主 U門誌
二日d主要空52電tぷ以空言え夫へ E7語i日

前 区 塚 五 匂 日ム'Mぞ汐ガY 六動・ ・ ・円日部二貞夫

高fYIizi係齢!日 !?i五it
万回万組商 諜 を の 〆 門業の 件 ワ 六 十 湘 千

敬務時 タ二収九合組綿。助 敬称略 生会 四 ) ナ千万潤

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
間

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
控
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

需
閉
山
(
見
附
台
体
育
館
内
・
電
説
話

i
O
一
O
一
一
)
へ
。

マ
ス
ポ
j
ツ
擦
韓
基
金
へ
"
半
壊

棉
南
口
}
タ
リ
2

ク
ラ
ブ
一
一
?
万

円
、
藤
本
市
部
五
万
円

犬 a

県動物保護セン主 (電話58-3411)

では、やむを得ない事構で飼えなくなっ

た犬、績を引き取っている。

当日、利用される方は印鑑、犬の鑑

札、注射諦葉、愛先手繰を持参していた

だきたい。引き取り車の停留時間は10分

間。

なお、犬、捕についての苦情、相談や

野犬の捕獲依頼も向センターへ。

[7月羽田(月) 1 9 : 50 

8 : 45 I目前田公民誼:10: 10 
9 : 05 大野 公民館 : 10: 35 
9 ‘25 調賀 公民舘 11 : 05 
10: 55 吉沢 公民館 [ 8月 9
[8Fl3S(土)) : 14 : 20 
9 : 05 構内公民揖 : 14 : 50 
9 : 30 豊田 公民摺 : 15ゃ 15

o沼緩

7月 22日、

26日、 8月 3

呂、 5610時

~15時30分担;

谷パールロ拙招櫨岬腕品 品問恥一 臨

ド、 7月 25日 酎審撃糠穣緩翠伊喝塩誠機際安置さ加問蝉V_

10時~12時車問 理鐸撞議轟嫁 /j、， ， 
--，州地/ ・ 代々

;jt口、 8月 8 ア

610時~15時平理市役所、 8 月 12日 10時~15時県合同

庁舎、 8 月 13日 10時~15時四分Aコープ旭r.5

く〉ご協力ありがとうございました(6Jl) 敬称略一

日本特暁塗料、平壌ライオンズクラブ、江間高

校、古河電工、日本バイオニクス、関島工業、横浜

ゴム、横浜ゴムハマタイトヱ場、横浜エイロタイツ

プ、日本パーカーライジング(以上間体のみ)

霊長f持皇室き553受 油揚鱗A j七支持皇室-?を話会
署 ー に 、 苦手二甘供こってぎぞ 円議員波紋~場 110' 1; ~しままざ弐れいた乏大の
のと f也 予言携えなだたしるilQ ゆ?でb'泌総昭ぷも滋F が霊室、ずつる たうち句切合
存つ人 五島高差などわりまとき長 尺忘年ぶF努ちふヂ饗事oj; 、離成。たをすばの Yで だ さ
在ての 合唱をけはり、い、り f品品1('"-~ラ官説F こが長 く得ベかが立もとム
εぉ集 がとば、 ~I 主主ま子に念宮盟詑弘、_G:;>〆'u\-.慌 り少す なな τりあ三「言し、
な俸回 多り歩おつ(す供も綴惑義務諒務騨認繍務礎 控レ也 ~_;いお CQ り云そわ I主

いずら母込さ。主t~吾川.".....宇品川町事'0;'，';'， F"， 期ずに さまの 赤ま泉 主霊

占告会号室京支量孟謹妾管鑑識融機器EZ 警守れ起嘉手憲

民間ド長持供量百湾側ぷ窓iri長持?55認野間
警在宅持主主襲五言襲警警正 義晃子の麗襲撃 宅ぞ翠警主主官三票与事芸事
なはてらっし者成ょが金対た 、Ilåにななが ~8 のす J共 もな

id員2532355主33fE32議i害時計?3殺事31更3S
、 係 な は が わ 。 い 卒 慧 ポ い る 兵 《 いですくがぬ日そ供。大めはとれ自く毒

受れ富く孟奇警 点整振ら憲きさ子選不三号室警警定妄 窓主長選時望号雪
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